









































である。それは教理的には行の判釈（称名正定業）という形であらわれている。正助二業の判釈から称名を正定業として見定めて く善導の理解は後代に多大な影響を与えている。誤解を招きやすいが、善導が称名念仏を正定業と判じたのは、単に諸行より称名念仏が行じ易いということだけが、その理由では い。その根底 「順彼仏願故
（４）
」という阿弥




















願加減 文が真宗学を学ぶ上で根源的課題とも言える「本願」に対する理解に基づいている点が挙げられる。一口に「行」あるいは 信」と言っても、阿弥陀仏の本願と切り離して語ることはできな 。二尊教
（７）
と































































































































































称名念仏を意味する「称我名号（字） 」が新たに加えられている。この三信と称名の関係は、単に除く加えるということでなく、意図を持った置換と考えるほうが妥当であろう。その他、道綽は「十方衆生」を「一生造悪の衆生」に、善導も「乃至十念」を「下至十声」 している。両者の相違点は後に論じていくが、大きく共通する部分は唯除の文と三信・称名の置き え ついてである。
そこで、以下の点に留意しながら論を進めていきたい。一つに唯除の




た。したがって善導の『往生礼讃』や『観念法門』 加減 文が師道綽の影響下にあることは、両者の比較からも十分 確認することができる。その中にあって、道綽と善導の一番の相違 は、そ 主体についてであ 善導は十八願文と同じ「十方衆生」であ の 対し、道綽「一生造悪」の衆生と見定めている。更に道綽はその衆生が阿弥陀仏の名字を称える時を、 「臨命終時」と提示している。この「一生造悪」や「臨命終時」といった表現方法に注目すると、道綽が第十八願文の「十




















と『大経』の第十八願文では見受けられない命終時の経説 解している。善導においても下下品の五逆の凡夫人 救われ 根拠として、この本願加減の文を配置しており、更にそ 具体的な行 して「称我名号下至十声」と口称念仏が明示されている。
そこで、善導の下下品に対する具体的な了解を押さえつつ、唯除の文






























































































































































































































































































































































































































































































































ここで藤田は下下品における「念」の語が異なった意味を有 ことを述べている。前三回と後二回とは「応称無量寿仏」の説示 境として分ける とが出来る。つまり、無量寿仏の名を称せよ い 経文以前は、観念 しての念仏であり、後の二回の は声に出す 意味での口称の 仏という新たな内容をもって説かれ いるのである。こ点を考慮するならば、先 「転教」とは、一つ は安慰から 名へと転じ、更には仏を念ずる いう在り方そのものにも 観念から口称へと転換していることが窺い知れる。
この点を考慮するならば、加減の文において「称我名号（字）下至十












































































ことは、浄土教 救済を考えれば当然の であるが、衆生と 弥陀仏の関係性の中で様々なことが語ら ている である。善導がどちらの立場に依って言及しているかは常に念頭に置くべき ろう。そして、上記の二点（唯除の文と称我名号）は共に阿弥陀の本願にそ 視座 置かれ、衆生に対するはたらきが顕わされている。
これを、 「至心信楽欲生」と「称我名号下至十声」の置換について言
えば、阿弥陀仏 はたらきに焦点を当て こ によって、信（三信）を省略し、行（称名）を新たに提示したことにな 。ただ、既述のごく、いま課題とすべきは、その省略された「信」につい 善導了解である。省略と言っても、文意に齟齬を たすというよう 理由から除かれたのではな 。 「称我名号下至十声」 八字に既 善導の信 示されているはず ある。
そこで、その深意を考察するために、 「置き換え」という表現方法に


























































































と掲げたことについてである。加減の文は「信を除き行を立て 」ことを内容としているが、ここ は「行について信を立て 」 述べ いるのである。この両者の矛盾的関係性の中 、先学の多くが指摘した 信






































































































「称名号下至十声」や「定得往生」といった文言に加減 文との共通点がある。称名念仏によって往生を得 。これが法を深く信ずるこ 内容となる。
たとえば「だれがどのように救われるのか」という問題意識の中で論


































その「だれ」とは、 『観経』の内容に即して言え 凡夫 あり、韋提






























































































































































































これに対し藤田宏達は、 「道綽や善導の書きかえが文献の単なる改作や錯誤ではなく、深い宗教体験にもとづいた えであ 、したがって個人的な恣意によるものではなく、これこそが仏の本意にかなうという、仏教の本流に根ざしたものであることを明らかにする必要がある。 」と述べている（ 『善導』 ） 。確かに、読みかえという行為自体は改作 よるものであった場合、認めら 得る ではない。しかし、親鸞も多くの読みかえを行っているように、 の人その人の思想を最もよく表出 ものであるとも言える ではないか。
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